
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ネットワーク

円満円滑でお願いします。

佐賀県伊万里市市民部環境課生活環境係

寳蔵寺 慎太郎

がんばってまーす

伊万里市は、佐賀県の西北部、東松浦半島と北

松浦半島の結合部に位置し、北と東は唐津市、南

は武雄市と有田町、西は長崎県（佐世保市、松浦

市）に接しています。市域は、伊万里湾の最奥部

に形成された市街地を中心に、東西約 25ｋｍ、南

北に約 21ｋｍの広がりを見せ、面積は 255.25ｋ

㎡と佐賀県全体の 10.5％を占めています。

「伊万里」という地名の由来については諸説あ

りますが、「古今和歌集」の編纂や「土佐日記」
き のい い ま ろ

の執筆で有名な紀貫之の祖先である紀 飯 麻呂に

ちなむものであるという説があります。紀飯麻呂

は奈良時代に活躍した公卿で、天平 12 年（740

年）の藤原広嗣の乱で征討副将軍に任ぜられてい

ますが、その従軍の際に伊万里の地を訪れたとさ

れています。
はちまん だ け

そのような伊万里市は東を 八幡 岳 、南を

青螺山
せ い ら さ ん

、西を国見山、等々三方を山々に囲まれ、

西北部からは波静かな伊万里湾が深く入り込むな

ど、豊かで美しい自然に恵まれています。

伊万里湾には、伊万里川や有田川が注ぎ込み、

市の東部には県内最長の松浦川が唐津湾に向かっ

て流れており、これらの主要河川沿いには平地が

開けていますが、市域の大部分を中山間地域と山

林が占めています。また、臨海部は工業用地とし

て整備がなされており、造船を始め木材加工や半

導体関連などの工場が立地しています。

伊万里港においては地理的な優位性を生かした

韓国、中国との国際コンテナ定期航路のほか、神

戸港との間にフィーダー航路を開設し、世界各港

との貿易を行っています。

また、高速道路体系の整備が進んでおり、平成 

30年（2018年）の伊万里 東府招
ひがしふまねき

インターチェン

ジの開通により、福岡都市圏まで約１時間でのア

クセスが可能となっています。

気候は、年平均気温 16.1℃と温暖で、年平均 

2,300ｍｍ程度の降水量があり、豊かな自然環境と

温暖な気候の恩恵を受けた高品質な伊万里牛や伊

万里梨、ブドウなどが生産されています。

伊萬里津大橋と伊万里焼

さて、伊万里市における苦情相談内容について

は、全国的にもそうだと思いますが、高度経済成

長期に見られた「大規模、産業型」ではなく、比

較的小規模な「都市型、生活型」が大部分となっ

ています。公害苦情のほかに、ペットを始め動植

物に関することや墓地に関することなどを含め、

多岐にわたる相談を受け付けておりますが、公害

苦情に絞りますと、非専従の職員 3名で対応して

おり、平成 30年度は 60件の公害苦情相談を受け

付けました。
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 ネットワーク／がんばってまーす

60件の中で１番多い苦情相談は、不法投棄に関

することで 26件ありましたが、不法投棄について

の対応は、廃棄物関係の事務を所管するリサイク

ル推進係で対応をしています。 

2 番目に多い相談は、水質汚濁に関することで 

10件あり、「河川に油が浮いている」「水路の水

が白く濁っている」といったような内容でした。

また、最近は近所付き合いが希薄であったり、

建設工事を行う際に周辺住民へ事前説明をしなか

ったりとコミュニケーション不足が原因と思われ

る苦情案件もあります。

今回はそのような事例を少し紹介させていただ

きます。

少し暖かくなってきて、家の窓を開けて過ごす

季節になった頃、市内のとある建設工事の現場か

ら 50ｍ程度離れている近隣住民から、工事の音が

うるさいため防音対策を講じてもらうよう指導し

てほしいと相談がありました。

早速、相談者宅を訪問し、事情を聴き取ると、

コンクリートミキサー車や鉄筋を切るときの音な

ど、テレビの音や電話の声が聞こえないくらい作

業音が大きいときがあるとのことでした。

続いて現地確認を行ったのですが、騒音規制法

等に定められた特定建設作業には該当するような

作業はなく、そこまで大きな音も確認できなかっ

たため、再度苦情相談者へ話を聞くと工事発注者

や建設業者による工事前のあいさつもなく、周辺

住民への配慮が全然足りていないということを繰

り返し話されていたので、そこに苦情の根底があ

ると感じました。

工事の現場責任者に対し、苦情内容を説明した

ところ、隣接地の住民に対する工事の事前説明は

行っていたが、 50ｍ程離れている苦情者宅周辺の

住民までの説明は行っていなかったとのことでし

た。

現場責任者に対し、本件に対する対応を検討す

るよう指導したところ、騒音対策として、住宅側

へ防音シートの設置や騒音計の設置によるデシベ

ル管理、作業員へ作業音に対する指導を行うとと

もに、併せて苦情者宅周辺の住民に対する工事内

容、スケジュール、防音対策の説明を行うとのこ

とでした。

その後、現場責任者が苦情相談者を訪問し、工

事に関する説明を行った際に、工事に対する事前

説明を行ってほしかったと多少のお叱りは受けた

ものの、工事や防音対策などについて丁寧に説明

し、理解してもらったとのことでした。

以降、同工事に対する再度の苦情はなく、無事

に工事も終了しています。

また、苦情相談者は、市のほかに地区の区長さ

んや市議会議員に対しても苦情を申し出ていたた

め、両者から市の対応についてお尋ねがありまし

たが、対応状況を説明したところ、それなら大丈

夫でしょうと納得してもらいました。

本案件の場合、建設業者が前もって苦情相談者

宅周辺でも事前説明を行い、工事について理解を

得ていたら、もしかしたら苦情にまでは至らなか

ったのかもしれません。

伊万里市では、特定建設作業実施届出書が市へ

提出された場合、届出内容の審査のほかに、周辺

住民への事前説明を指導し、住民とのコミュニケ

ーションを取ってもらうことで苦情発生を未然に

防ぐ対策を行っています。

この効果かどうかははっきりとは分かりません

が、特定建設作業に対する苦情は、私が環境課に

来てからの４年間は発生していません。

建設作業以外の苦情についても、苦情者と原因

者のコミュニケーション不足によるものが増えて

きているように感じます。私達としては、できる

だけ苦情者と原因者が良好な関係になってもらえ

るよう今後も苦情対応に取り組んでいきたいと考

えています。
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